
どくしょかんそう文を
かこう



１．心がうごいたところに、ふ
せんをはる

すごいなあ かっこいいなあ

よかった うらやましい

ひどいなあいやだなあ

えらいなあ

かわいそう

ふしぎだなあ どうしてかなあ



２．とくに、心がうごいたところ
を 一つか二つ えらぶ

スイミーはおよいだ、くらいうみの
そこを。

こわかった。さびしかった。とても
かなしかった。

一つ目



スイミーはかんがえた。いろいろ
かんがえた。うんとかんがえた。

二つめ

２．とくに、心がうごいたところ
を 一つか二つ えらぶ



３．さあ、かきはじめよう



３つのなかまにわけてかくよ。

はじめ①

②

③

中

おわり

は
じ
め

中お
わ
り



①「はじめ」にかくことは

なぜ、この本をよんだのか

絵がかわいかったから

先生にすすめられたから

よみかたりでよんでもらって、すき
になったから



①「はじめ」にかくことは

なぜ、この本をよんだのか

わたしはスイミーの本をよんだよ。
1年生のときにみんなでべんきょうを

して、おもしろかったので、もう一ど
よんでみたよ。絵本は絵が大きくて、
きれいで、わたしはこのお話がもっ
とすきになったよ。



②「中」にかくことは

とくに、心がうごいたことにつ
いて、くわしくかく。

・どんなことがおきたのか

・そのとき、自分はどうおもったか

・自分が○○だったら・・・

・自分が○○の友だちだったら・・・



②「中」にかくことは

・どんなことがおきたのか

スイミーは、小さな魚。きょうだいた
ちとなかよくくらしていたけど、おそ
ろしいまぐろがやってきて、スイミー
はひとりぼっちになってしまった。



②「中」にかくことは

・そのとき、自分はどうおもったか

しいんとしたくらい海に、一人だけで
いるのはこわかっただろうな。みんなと
いたころを思い出したり、まぐろがきた
ときのこわさを思い出したりしたのかな。



②「中」にかくことは

にたような思いをしたこと

わたしも、ひとりぼっちは大きらい。
友だちとけんかをして一人になった
とき、すごくかなしかったよ。はじめ
はあい手のことをおこっていたけど、
さいごはさみしい気もちでいっぱい
になったよ。



②「中」にかくことは

・どんなことがおきたのか

そしてある日、スイミーはきょう
だいとそっくり魚たちに出会った
よ。でも、まぐろがこわくてどこに
も行けなかったから、スイミーは
かいけつ方ほうを一生けんめい
かんがえたよ。



②「中」にかくことは

・そのとき、自分はどうおもったか

スイミーは新しい友だちにきれい
なものを見せたかったし、もっと楽
しい気もちになってほしかったんだ
ね。



②「中」にかくことは

自分が○○だったら

わたしがスイミーだったら、こんな
にかんがえずにあきらめてしまうよ。
算数やてつぼうができないときにも
まあいいやと思ってしまうよ。がん
ばってもどうせできなくて、もっとかな
しい気もちになるのがいやだからだ
よ。・・・



②「中」にかくことは

自分が○○だったら

でも、スイミーはなんどもかんがえ
て、友だちと力をあわせてついにま
ぐろをおい出して、すごいな。



②「おわり」にかくことは

○○に言ってあげたいこと

自分がこれからしたいこと



②「おわり」にかくことは

○○に言ってあげたいこと

わたしは、スイミーにあきらめず
にかんがえたり、ゆうきを出して、
えらいねと言ってあげたいです。

わたしは、スイミーにあきらめず
にがんばってよかったね、みんなと
なかよくくらしてねと言ってあげた
いな。



②「おわり」にかくことは

自分がこれからしたいこと

わたしも、スイミーのように、さい
ごまでがんばってみたら、いいこと
がまっているのかな。


